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戸田市市民活動サポート補助金応募用紙(2っこり)

(宛先)

戸田市長

平成27年4月20日

団体名 市役所南通りの景観と文化を育む会

代表者氏名

代表者住所 1

代表者連絡先

三坂 功
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コース ○2(に)っこりコース 10(じゆう)じつコース

事業名 ′ 市役所南通りの景観と文化を育む意識゛の啓発事業

補助年数 1年目

実施期間 27年5月1日 ～28年2月29日

事業総額 360,OOO円

補助対象経費 264,000円

補助金申請額 200,000円

確定前交付の希望 ゛・○希望する 1 希望しない ′

実施場所 市役所南通り及び後谷公園東南角地(まちかど広場)

対象者 戸田市民

申請中又は交

付予定の補助

制度

名称 特になし

実施主体



《団体の概要》

団体名 市役所南通りの景観と文化を育む会
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「わがまちはわが手で美しく」

「芸術文化が人の心やまちを元気にする」

「世代を超え笑顔でつながるまちづくり」

そんな思いを持ちながら、戸田市後谷公園まちかど広場.での音楽コ
ンサートや市役所南通りの清掃活動、その他、景観美化や文化育成

に関する啓発活動に取り組んでいます。

市役所南通りの清掃美化活動(毎月10日)

市役所南通りと後谷公園東南角地での花の植栽活動

後谷公園東南角地(まちかど広場)での啓発イベント(音楽コンサ

ートや花苗配布)

を設立からこれまで毎年やってきました。

また「東日本大震災被災地復興応援コンサート」(後谷公園では年2

回開催)ではこれまでに戸田市を通して被災地に必要とされるもの

の購入のための義援金を送り続けています。

昨年度の補助1なし
金等の援助状

況

団体PRなど

一

ホームページ

1会員数
卜竺
団体の目的

主な活動実績

市役所南通りの景観と文化を育む会は、2009年に後谷公園が改修さ

れ、東南角地(まちかど広場)が誕生したのを契機に誕生した市民

活動団体です。戸田市が主催した後谷公園改修計画づくりを検討す

る委員会に参加していた地元・上戸田商店会有志や市民が中心にな

り結成されました。

※別紙での提出可



《事業計画書》

1
1 事業名

市役所南通りの景観と文化を育む意識の啓発事業
1

2 事業の目的

戸田市が景観に優れ文化的な雰囲気を醸し出すまちになるために、市民自らが

関わりながら景観と文化的な環境をつくっていく 「わがまちはわが手で楽しく

美しく」 という意識を、戸田市民に広めていくことを目的といたします。

3 具体的内容

主に市役所南通りを中心とした地域の清掃活動(毎月10日開催)ならびに、

市役所南通りの花の植え替えや後谷公園東南角地(以後「まちかど広場」と呼

称)におけるプランター植栽、を行うとともに、意識の広報・啓発活動として、

まちかど広場における音楽演奏を主とした啓発イベントを開催いたします。

イベント会場においての広報・啓発活動のほか、市民への花苗の配布やこの活

動自体への他団体の協力・参加を通して、地域の美化・文化活動に関わる体験

を提供し、意識を広めていきます。

4 事業実施のスケジュール

内

毎月10日 :市役所南通りの清掃活動

年4回 :景観啓発活動(音楽コンサート)

:※平成2ナ年度の実施月は5月30日に開催される総会で決定

j6月・9月 1東日本大震災被災地復鼎応援コンサート
:市役所南通り・まちかど広場の花の植栽活動

:※平成27年度の実施月は5月30日に開催される総会で決定

:景観活動会議(年3回程度)

:※平成27年度の実施月は5月30日に開催される総会で決定

容
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5 事業に携わる人数・団体など

6 事業実施の際に予想される課題

7 事業の成果目標(具体的数値を用いてください。)

8 補助終了後に当該補助金に頼らずに事業を継続していく方法

市役所南通りの清掃美化活動(毎月10日)は会員のうち毎月平均18名程度

東日本大震災被災地復興応援コンサートは市内の音楽活動団体・オトなバンド

戸田倶楽部に協力いただきながら開催しております。

また、毎月10日午前8時から行っている市役所南通りの清掃活動には地元・上

戸田商店会、戸田中央総合健康管理センター、オトなバンド戸田倶楽部に参加

いただいております。

これまでの活動から、市民にとって景観・文化意識の高まりを促すプログラム

内容の検討と効果的な広報手段の検討が課題となっています。

景観・文化の啓発活動に参加する人数の増加

(現在会員は正会員・賛助会員あわせて32名ですが、これを平成27年度には

50名にもっていきたく目標といたします)。

美化活動は助成金がなくても継続していくことが現在の会員数で可能ですが、

さらにこの意識を市民に広げていく啓発活動の資金を得るために、会員数の増

加による会員費増収と啓発イベントに関連して収益があがる仕組みを補助事業

期間中に模索いたします。



《収支予算書》

【収入】

【支出】

j

科目 予算額 内訳

補助金・

助成金

市民活動サポート 200,000円

その他

自己資金

会費 64,000円 会費(2000円×32人)

利用者負担金

協賛金・寄附

その他 96,000円 会議費(会員自己負担3000円×32人)

合計 1 360,000円

科目 予算額 補助金申請額 自主財源 内訳

補

助

対

象

経

費

景観維持費 100,000円 100,000円 O円 ウッドプランター植

替と清掃用具購入

広報費 40,000円 40,000円 0円 ポスター・チラシパン

フ制作

イベント謝金 60,000円 60,000円 O円゜ 出演者への謝金

15000円×4回

景観活動費 50,000円 0円 50,000円 音楽コンサート開催

費用

通信費 4,000円 O円 4,000円 会員への連絡(葉書・

FAX・電話代など)

ホームページ

管理費

10,000円 O円 10,000円 ドメイン・サーバ料金

小計 264,000円 200,000円 64,000円

補

助

対

象

外

経

費

景観会議費 96,000円 96,000円 会議に伴う飲食等に

係る経費等

小計 96,000円 96,000円

合計 ζ360,000円 200,000円 160,000円


